
令和 5 年度「人権教育研究指定校事業」事業実施報告書 

委託先（ 群馬県 ） 

１．調査研究のテーマ、概要 

調査研究のテーマ 

多様性を認め、互いを尊重することのできる児童の育成 

～自分や他の人のよさや思いを大切にした伝え合う活動

の充実を通して～ 

○調査研究のテーマを設定した目的 

人権教育を推進していく上で、自他を尊重し人権意識を高めるためには、自分自身の

よさを認めると同時に、他の人のよさも認めることのできる児童の育成が重要である。

そこで、自分の考えをもち発言することで自分自身に自信をもつこと、さらに、友だちの

考えを聞き考えのよさを認めることができるように、自分や他の人のよさや思いを大切

にした伝え合う活動を充実させることが重要であると考えた。この活動の充実を通して、

一人一人の自尊心を高め、多様性を認め、互いを尊重できる児童の育成を目指し、本調査

研究を実施した。 

○調査研究の概要 

本調査研究では、以下の①、②を通して多様性を認め、互いを尊重できる児童の育成に

取り組んだ。 

① 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を推進し、意見交流などの活動

を充実させることで、多様な考えの違いから学び合う力を育成する。 

② 思いを伝え合うことのできるコミュニケーション能力を重視した体験活動の充実

により、望ましい人間関係を築こうとする態度を育成する。 

 

  



２．基本情報 

研究指定校の概要 

○学校名 

明和町立明和東小学校 

○これまでの研究指定等の状況 

平成２６年度 キャリア教育推進地区 県教委指定 

○学級数 

８学級（うち特別支援学級：２学級） 

○児童生徒数(R6.1.31) 

全校児童１６３名 

○URL 

http://www.meiwa-school.ed.jp/meiwahigashi/ 

○指定理由 

明和町立明和東小学校は、学校のシンボルの木である「すずかけ」の言葉を使い、

「進んで学びやりぬく子（かしこく）」「考えて行動し、やさしい心をもった子（やさし

く）」「健康で明るく元気な子（たくましく）」の育成を目指した教育活動を展開してい

る。中でも人権教育の推進として、望ましい集団活動を育成するための異年齢交流活動

の活性化や道徳教育の充実・改善等による自尊感情の向上、人権感覚の涵養によるいじ

めの根絶等に取り組んできている。そこで、本校を令和５年度の研究指定校とし、これ

までの取組を踏まえ、より充実した実践研究を進め、その研究成果を広く普及していき

たいと考えた。 

 



○取り組んだ人権課題について 

該当するものに○印、最も主要な人権課題１つに◎印を付与  
 

①子供 ○ 

②女性  

③高齢者 ○ 

④障害者 ○ 

⑤同和問題  

⑥アイヌの人々  

⑦外国人 ○ 

➇-１HIV 感染者等  

➇-２ハンセン病患者等  

⑨刑を終えて出所した人  

⑩犯罪被害者等  

⑪インターネットによる人権侵害 ◎ 

⑫北朝鮮当局による拉致問題等  

⑬性的指向、性自認  

⑭その他（    ）  

  
 

 

  



3．調査研究の内容等 

○調査研究の内容 

本校では、校内研修で１人１台端末を活用した主体的・対話的で深い学びの実現に向

けた授業改善、単元構想シートによる単元を見通した授業づくりを中心に取り組んでき

た。これらの取組により「知識・技能」については一定の成果を上げることができた

が、「思考・判断・表現」の定着には課題があった。そこで、児童がお互いに伝え合い

学び合うことのできる授業の充実を図るようにした。一単位時間では、集団解決の時

間・振り返りの時間を重視した。授業の中で多様な考えに触れ、話し合い・検討をする

学び合いを通して、それぞれの考えのよさに気づき、お互いに高め合うことのできる児

童が育成できるであろうと考え実践した。また、１人１台端末を活用した意見の共有を

図ることで、表現の苦手な児童も主体的に伝え合う活動に参加している様子が見られ

た。 

人権教育を推進する上で体験活動の充実が不可欠である。思いやりの心を育み、望ま

しい人間関係を築いていく態度を身につけていくために、各教科や特別活動、総合的な

学習の時間、人権集中学習などの体験活動の中で、自他のよいところを認め、他者と協

力できるような活動や場面を意図的に設定した。活動の内容を児童同士で話し合った

り、活動を通して感じたことやよさを伝え合ったりする時間の確保や、話し合い・伝え

合いの視点の明確化など、コミュニケーションを重視した活動の充実を図るとともに、

主体的な活動とコミュニケーションを大切にした参加体験型の実践的な学習を取り入れ

たことで、望ましい人間関係を築こうとする態度の育成に結びついたのではないかと考

える。 

県教育委員会は研究指定校に対して、年間３回（６月、１０月、研究発表会当日）、

授業参観を目的とした訪問を行い、研究推進にかかわる指導、助言等を行った。また、

東部教育事務所、明和町教育委員会と協力し、研究発表に向けての指導案作成、授業研

究会において、指導・助言及び援助を適宜行った。  
○実施方法 

① 授業改善の推進 

多様な考えに触れ学び合いを重視する手立てとして、多様な考えを引き出すための発

問の工夫、多様な考えを認め思考を深めるためのペア・グループ・学級全体など様々な形

態を取り入れた話し合い活動の工夫を行った。また、県教育委員会発行資料を参考にし

た授業改善を図り、対話的活動の有効性に視点をおいた授業参観や成果と課題の共有を

図った。 

② 体験活動の充実 

本校の特色である、毎日の清掃活動、運動会における団対抗、たてわり班での遊びなど



日常的に行われているたてわり班による異年齢活動を充実させてきた。また、人権集中

学習や総合的な学習の時間・学級活動などにおいて人権に関わる体験的な活動を実践し

てきた。５年生では、高齢者や障害者の疑似体験、６年生では保護者参加での情報モラル

講習会を行うなど人権課題と結びつけた体験活動を実施した。 

③ 教育課程の見直し 

人権教育全体計画、人権教育年間指導計画の見直しを図り、人権教育と各教科、道徳、

特活、学校行事との関連の充実を図り、教育活動と人権教育がどう関わっているのか再

確認した。これらは職員室に掲示し、加除修正を加えていくことで意識の高揚が図れた。 

 

  



4．検証・評価・改善・普及 

【検証・評価方法】 

①  児童のアンケート結果から  

人権教育に関するアンケートを５月（前期）と１１月（後期）に全校児童を対象に実

施し、このアンケート調査結果を比較して検証を行った。  

「授業中に自分の考えを話したり発表したりできますか」の項目では、「できる」「ど

ちらかといえばできる」の回答が５月（７０．７％）に比べ１１月には（７９．７％）

と大きく増えており、児童が自信をもって発言することができるようになったことが分

かる。これは、本研究において、伝え合う活動を意識して取り組んだ成果と考える。授

業中において教師や児童同士が一人一人の発言をしっかりと受け止め、発言を認めたり

賞賛したりする場面を取り入れることにより、共感的な人間関係が高まり、児童が安心

感をもって発言をすることができるようになった結果であると考える。  

「自分の考えと友だちの考えを比べ、同じだ、ちがっている、と考えますか」の項目

では、「考える」「時々考える」が５月（８６．２％）に比べ１１月には（９７．４％）

と大きく増えており、児童が友だちの考えについて関心もち、考えることができるよう

になっている。これは、多様な考えを引き出す発問や話し合いの工夫に取り組んできた

成果と考える。自分の考えを主張するだけではなく、他の人の考えや思いを大切にし、

他者との相違点を意識し、互いを認め尊重する児童が増えた。  

毎月の学校生活アンケートでは、昨年度と比べ「友だちからいやなことをされたり、

言われたりしますか」「友だちをいやな気もちにさせたことがありますか」の項目で

「はい」と回答する児童が減少した。本研究で授業改善の推進や体験活動の充実に取り

組み、多様性を認め、互いを尊重する心を育んできた成果だと考える。  

② 参観の観点を共通理解した授業参観から  

本研究のテーマに迫り、自分や他の人のよさや思いを大切にした伝え合う活動の充実

を図るために、道徳科を中核とした授業改善に取り組んだ。そして、多様な考えを引き

出すための発問の工夫と、多様な考えを認め思考を深めることのできる話し合い活動の

工夫に視点を置いた授業参観と研究協議を重ねてきた。  

授業を行うに際して、授業者が、児童が安心できるような話し方や発言を否定せずに

まずは受容すること、「～さん」付けで行う呼名など、教師自身が人権意識を高くも

ち、一人一人を大切にすることを意識した授業を実践することができた。教師自らが児

童を大切にすることをベースとして、考えをゆさぶる問い返しや多様な考えを促すよう

な補助発問を行い、より多様な意見を導き出すことができた。出された意見を可視化で

きる板書の工夫に努めた。児童は、様々な考えや意見に触れることができ、自分とは違

った考えをもっている友だちに気づき、人権教育と結びついた授業展開となっていた。  

また、低学年の道徳科では、役割演技を取り入れることにより心情を捉えやすくな



り、立場を交換した役割演技を行うことなどによって、他者の気持ちについても考えを

深めることができた。これは、生活場面においても、自分だけではなく他の人の思いを

意識することにつながった。さらに、ハンドサインの活用も有効であった。ハンドサイ

ンを行うことによって自分の意思決定・自己存在感を得ることができた。  

話し合い活動では、ペア、グループ、学級全体など色々な形態で取り組んできた。ま

た、タブレットを活用することにより、発言が苦手な児童でも自分の考えを周りに知っ

てもらうことができた。お互いに意見を共有することで、他の人の意見や考えを知り、

自分の意見や考えと比較しながら話し合い活動を進めることができた。話し合い活動で

は、自分の考えのよさを認め受け入れてもらったり、他の人の意見を認めてあげたりす

る経験を積み重ね、他の人のよさや思いを大切にしようという意識が高まってきている

ように感じる。  

また、授業全般にわたり教師が「認め・ほめ・励ます」ことを意識した指導を行って

きた。児童一人一人が、学級の中で認められ、学級での存在意識の高まりとともに、教

師の姿勢が児童同士の認め合いや励ましの声かけにつながっていった。  

③ 教師の観察、児童のノート、ワークシート、作文の記述から  

本校の大きな特色として、たてわり班による異年齢活動を日常的に行っている。たて

わり班では、５月にリーダー研修を行い、上級生としての関わり方を考えた。ワークシ

ートには、「リーダーとして周りを見ながら楽しく活動しよう」、「下級生の面倒を見て

楽しく活動する」、などの記述が見られ、周りの班員を意識するリーダーとしての自覚

が高められた。実際の活動の中でも、周りの意見を取り入れながら遊んだりルールを決

めたり、下級生に優しく声をかけたりする姿が見られた。学校評価では、低学年の保護

者から「高学年の子が一緒に遊んでくれてありがたいです」「下の子の面倒を見る温か

い心が育っている学校だと思います」という記述があった。日常的なたてわり清掃で

は、班⾧を中心に協力して清掃活動を行っていた。各清掃場所での出来事や一生懸命に

取り組んでいた様子などを職員間でこまめに情報共有することで、全ての教職員が児童

の頑張りを認めることにつながった。  

また、人権集中学習や総合的な学習の時間、学級活動などに人権に関わる体験活動の

充実を図ってきた。５年生の総合的な学習の時間では、高齢者や障害者への理解を深め

る学習を位置づけ、認知症サポート事業活動や、高齢者疑似体験・車椅子体験など体験

活動の充実を図った。「認知症の人によりそい、理解しながら、助けたり話したりした

い」という感想が多く、体験活動を通して、相手のおかれている状況や思いを理解し、

多様性を認めることにつながった。３年生が行った人権教室では、人権擁護委員を招い

て学習をした。実施後の感想では、自分も周りの人も大切にしていきたいとの記述が見

られ、人権について考えることができた。６年生が行った情報モラル学習では、警察署

の方を招き保護者と一緒に学習を行い、インターネットによる人権侵害について真剣に

学び、犯罪に巻き込まれないための注意点や心構えについて考えることができた。人権



集中学習は見直しを図り、今まで年１回の実施であったのを１学期と２学期の年２回と

することで、継続的に人権意識をもつことにつながった。２回目に行った人権作文の発

表では、誰にでもよいところがあることについて、いじめについて、障害をもつ人との

関わりについてなど、各学年で学習したことをもとに代表者が発表し人権意識を高める

ことができた。  

④ 教育課程の見直しから  

昨年度末から今年度初めにかけて教育課程を計画的に見直した。群馬県人権教育充実

指針に基づき、人権教育上の取組や重要課題に対する取組を具体的に全体計画に設定し

た。年間指導計画においても、人権重要課題と道徳授業・各行事との関連を図るように

した。見直しをすることにより、教職員が人権教育について再確認することができた。

この全体計画と年間指導計画は、職員室内に掲示し、教員が普段から学校行事や各教科

の学習を、人権教育という視点で見ることができるようにし、日常的に点検・評価を行

い継続した取組となるよう随時加除修正を行ってきた。  

⑤ その他の活動から  

１回目の人権集中学習期間に、ふわふわことば週間を設定し、児童一人一人が自分が

使いたいふわふわことばについて考え、カードに書き、全校児童のカードを掲示した。

相手が嬉しい気持ちになるふわふわ言葉を意識して使い、帰りの会等で振り返りを行う

ようにした。また、自分がふわふわ言葉を言ってもらったこと、してもらって嬉しかっ

たことを明和町の特産品である梨の実に見立てたカードに記入し、随時貼り出し、大き

な梨の木として掲示した。これらは全校児童がいつでも目にすることができるように多

くの児童が通る場所に掲示した。カードの前で足を止めて読んでいる姿が見られ、言葉

遣いや思いやりなど人権意識を継続して高めることができたと考える。これらの取組で

は、学年を越えてお互いのよさを伝え合うことができ、校内での多様性を認めることに

もつながった。  

今後の課題としては、小規模校で慣れ親しんだ環境から、中学校またはその後の新し

い環境の中でも児童が自信をもっていけるように、自己有用感を高め合い励ましあって

成⾧していく児童の育成を今後も継続していく必要があると考える。また、今回の研究

として取り組まなかった人権課題も含め、多様化する人権問題に対しての意識を高め、

家庭や地域との連携を図りながら、今後も研究を継続していきたい。  

【普及】  

○研究発表及び授業公開  

令和５年１１月２８日に、明和町立明和東小学校において、東部教育事務所管内教職

員（４７名）、群馬県教育委員会、東部教育事務所、明和町教育委員会の関係者を招

き、研究発表及び授業公開（３授業）を行った。  

この際、研究発表資料の作成と配布を行い、研究内容の普及を図った。  

○研究内容の県ホームページでの公開  



上記公開授業で実践した授業の指導案及び写真を県に提供し、ホームページ掲載する

ことによって普及を図った。 

  



５．人権教育に係る年間指導計画 

 

  



 

  



 

 

  



  



 

  



  



６．推進体制（都道府県・指定都市教育委員会を含む 

 

 


